
工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

小泉橋　補修工一般図

図示

[小泉橋]
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【注記】
　・本図面は、確認調査結果を基に作図したものである。
　・施工実施前に現地測定を行い、形状寸法を確認の上、
　　材料発注・加工等に取りかかること。

平面図 S=1:50

側面図 S=1:50 断面図 S=1:30

小泉橋　補修工一般図

G1 G3G2

断面修復工

小泉谷川

補修工一覧表

断面修復工 (左官工法) ポリマーセメント系モルタル

項 　 目 補　修　工 材　料　等

地 覆

　起点　 　終点　

A2橋台A1橋台

A2橋台A1橋台

　起点　 　終点　

G1

G3

G2

断面修復工

断面修復工

小
泉

谷
川

Ｒ８徳土　国道４３８号（小泉橋・江畠橋・久保橋）

神・上分　橋梁修繕工事　

名西郡神山町上分（小泉橋・江畠橋・久保橋）

一般国道４３８号

徳島県土整備事務所　

当初設計図面

1
8
0

1
6
0

1
0
0

4
5
0

5 5 0 500 95 0 500 950

200 550 200

500 550

5
0
0

1
0
0

4
5
0

4 5 00

300 3900 300

モルタル打設 モルタル打設

地覆

20 桁　長　8060 2 0

橋　長　8100

250 支間長　7560 250

20 桁　長　8060 2 0

橋　長　8100

4
5
0
0

3
0
0

3
9
0
0

3
0
0

2 5 0 支間長　7560 250

5
5
0

5
0
0

9
5
0

5
0
0

9
5
0

5
0
0

5
5
0

地覆

モルタル打設 モルタル打設 モルタル打設 モルタル打設

モルタル打設モルタル打設地覆



下流側地覆内側

上流側地覆内側

橋 面

断面修復工詳細図

補修工詳細図 S=1:30

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

補修工詳細図

S=1:30

[小泉橋]
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【注記】
　・本図面は、確認調査結果を基に作図したものである。
　・施工実施前に現地測定を行い、形状寸法を確認の上、
　　材料発注・加工等に取りかかること。

600x100 t=200

100x100

800x150 t=150

600x150 t=150 300x300 t=150

100x100 100x100

1 2

4

3

5

7

6

・断面修復工の断面寸法は，施工にあたり剥離部等を取り除いた後、詳細計測を行い決定すること。

・はつり範囲に鉄筋を確認した場合は鉄筋を露出させて、鉄筋露出部の施工方法にて補修すること。

・鉄筋非露出部は、断面修復時の平均厚を30mmとする。

断面修復工数量表

数　　量

単位番号 B　x　L
鉄筋非露出部

2

3

地覆

m2

備　　考

0.318

×

m2

× m2

1

×

m2

※鉄筋ケレン・防錆処理を含まない

m3 0.048

5 × m 2

4 × m 2

6 × m 2

(t=150mm)

鉄筋非露出部

100

100

800

600

300

600

100

150

100

100

150

150

300

100

100

120

0.010

0.010

0.120

0.090

0.090

0.060

0.010

0.018

欠損

欠損

欠損

欠損

欠損

欠損

欠損

欠損

7 × m2

8 × m2

(t= 30mm)

(t= 30mm)

(t=150mm)

(t=150mm)

(t=150mm)

(t=200mm)

(t= 30mm)

(t=150mm)

小計（面積） m2 0.030

小計（体積） m3 0.001 (t= 30mm)

m 2 0.060

m 3 0.012 (t=200mm)

合計（体積） m3 0.061

小計（面積）

小計（体積）

小計（面積）

小計（体積）

m2 0.408合計（面積）

　※（体積） m3 0.092

※　断面修復工の体積は、かぶり不足部分の修復時材料増加として
　　50％増の数量を計上している。

修復前 修復後

プライマー塗布

t
=
3
0
～

2
0
0
m
m

1
0
m
m
程

度

※鉄筋ケレン・防錆処理を含まない

(ポリマーセメント系モルタル)

小
泉

谷
川

A1橋台 A2橋台

150x120 t=150
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Ｒ８徳土　国道４３８号（小泉橋・江畠橋・久保橋）

神・上分　橋梁修繕工事　

名西郡神山町上分（小泉橋・江畠橋・久保橋）

一般国道４３８号

徳島県土整備事務所　

当初設計図面

　起点　 　終点　

　起点　 　終点　

　起点　 　終点　

　　地覆の欠損

　　地覆の欠損

　　地覆の欠損

　　地覆の欠損 　　地覆の欠損

　　地覆の欠損 　　地覆の欠損

地覆天端　

地覆天端　　

モルタル打設モルタル打設

モルタル打設モルタル打設モルタル打設 モルタル打設

健全部 劣化部 健全部 下地処理

余裕 余裕

平
均

厚

カ
ッ

タ
ー

工

断面修復材

　　地覆の欠損



江畠橋　補修工一般図

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

江畠橋　補修工一般図

図示

[江畠橋]

【注記】
　・本図面は、確認調査結果を基に作図したものである。
　・施工実施前に現地測定を行い、形状寸法を確認の上、
　　材料発注・加工等に取りかかること。

平面図 S=1:50

側面図 S=1:50 断面図 S=1:30

舗装構成図 S=1:3

江畠谷川

舗装打替え工
橋面防水工

 ひび割れ充てん工

補修工一覧表

ポリマーセメント系モルタル

項 　 目 補　修　工 材　料　等

舗装打替え工 アスファルト舗装

橋面防水工 シート系

床 版 ひび割れ充てん工

舗 装

　起点　 　終点　

A2橋台A1橋台

A2橋台A1橋台

　起点　 　終点　

江
畠

谷
川

 ひび割れ充てん工

舗装打替え工
橋面防水工

 ひび割れ充てん工 舗装打替え工
 橋面防水工

床版

t=35mm

t=35mm

▽ 舗装天端

※ 現況舗装厚70mmは起点下流端における計測結果のため、
　 復旧舗装厚は現況合わせとすること。
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Ｒ８徳土　国道４３８号（小泉橋・江畠橋・久保橋）

神・上分　橋梁修繕工事　

名西郡神山町上分（小泉橋・江畠橋・久保橋）

一般国道４３８号

徳島県土整備事務所　

当初設計図面

5
9
0

4000

2003600200

1
0
0

1
0
0

7
0

橋面全体

 床版

10 桁　長　6980 10

橋　長　7000
4
0
0
0

2 5 0 支間長　6480 250

2
0
0

3
6
0
0

2
0
0

1 0

橋　長　7000

1 0 桁　長　6980

250 支間長　6480 250

 床版

橋面全体

舗装打替え工、橋面防水工　A=3.60x7.40=26.64m2

 床版 橋面全体

舗装打替え工、橋面防水工　A=3.60x7.40=26.64m2 橋面防水工

再生密粒度アスファルト混合物

再生密粒度アスファルト混合物

3
5

3
5

7
0



床版下面 ひび割れ充てん工 詳細図

床版補修工詳細図 S=1:30

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

床版補修工詳細図

S=1:30

[江畠橋]

【注記】
　・本図面は、確認調査結果を基に作図したものである。
　・施工実施前に現地測定を行い、形状寸法を確認の上、
　　材料発注・加工等に取りかかること。

A2橋台A1橋台

l=1400mm

l=500mm

l=2200mm

l=1200mm

l=600mm

l=600mm

l=700mm

l=500mm

l=600mm

l=1000mm

l=600mm

l=800mm

l=2100mm

l=800mm

遊離石灰

(遊離石灰を伴う)

(ポリマーセメント系モルタル)

ひび割れ充てん工数量表

単位番号 備　　考数　　量

床版

m 0.800

2.100

0.800

0.600

1.000

0.600

0.600

1.200

0.500

0.700

2.200

0.600

0.500

1.400

1

遊離石灰m3

遊離石灰m4

遊離石灰m5

遊離石灰m6

遊離石灰m7

遊離石灰m8

遊離石灰m9

遊離石灰m10

遊離石灰m11

合計 m 13.600

1

2

3

4

5

6

7

8

13

14

11

12

9

10

遊離石灰m2

遊離石灰m12

遊離石灰m13

遊離石灰m14

江
畠

谷
川
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Ｒ８徳土　国道４３８号（小泉橋・江畠橋・久保橋）

神・上分　橋梁修繕工事　

名西郡神山町上分（小泉橋・江畠橋・久保橋）

一般国道４３８号

徳島県土整備事務所　

当初設計図面

　　遊離石灰を伴うひびわれ

　　遊離石灰を伴うひびわれ

　　遊離石灰を伴うひびわれ

　　遊離石灰を伴うひびわれ

　　遊離石灰を伴うひびわれ

　　遊離石灰を伴うひびわれ

　　遊離石灰を伴うひびわれ

　　遊離石灰を伴うひびわれ

　　遊離石灰を伴うひびわれ

　　遊離石灰を伴うひびわれ

　　遊離石灰を伴うひびわれ

　　遊離石灰を伴うひびわれ

　　遊離石灰を伴うひびわれ

　　遊離石灰を伴うひびわれ

1
0
程

度

1 5
ひび割れ　

ひび割れ補修工(充てん工法)　　

プライマー塗布



久保橋　補修工一般図

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

久保橋　補修工一般図

図示

[久保橋]

【注記】
　・本図面は、確認調査結果を基に作図したものである。
　・施工実施前に現地測定を行い、形状寸法を確認の上、
　　材料発注・加工等に取りかかること。

平面図 S=1:30

側面図 S=1:30 断面図 S=1:30

補修工一覧表

断面修復工 (左官工法) ポリマーセメント系モルタル

項 　 目 補　修　工 材　料　等

床 版

A2橋台A1橋台

　起点　 　終点　

　起点　 　終点　

A2橋台A1橋台

断面修復工 断面修復工

断面修復工
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Ｒ８徳土　国道４３８号（小泉橋・江畠橋・久保橋）

神・上分　橋梁修繕工事　

名西郡神山町上分（小泉橋・江畠橋・久保橋）

一般国道４３８号

徳島県土整備事務所　

当初設計図面

3
5
0
0

1 0 桁　長　3080 10

橋　長　3100

150 支間長　2780 150

3
1
0
0

支間長 2780

桁  長 3080

橋  長 3100

10 10

150 150

2
0
0

2
0
0

アスファルト舗装

4
5
0

1
0
0

1
0
0

3 5 00

200 3100 200

床版 床版

床版



床版補修工詳細図 S=1:20

工 事 名

路線名等

工事箇所

図 面 名

縮　　尺 図面番号

会 社 名

事業者名

床版補修工詳細図

1:20

[久保橋]

【注記】
　・本図面は、確認調査結果を基に作図したものである。
　・施工実施前に現地測定を行い、形状寸法を確認の上、
　　材料発注・加工等に取りかかること。

床版下面 断面修復工詳細図

A1橋台 A2橋台

200x200 300x400

200x200

300x200

100x100

100x100
100x200

300x200

400x100

200x200

400x200

200x200

200x100

500x200

700x100

100x100

600x500

200x200

200x100

700x500

200x100

300x200

200x200

200x200

200x100

200x100

400x100 300x200

800x100

200x500

400x200 200x600

500x100

300x100

1

2 3

4

5

8

7

9

15

1 6

17

18

6

1 4

13

12
1 9

22

24

2 6

29

2 8 32 33 34

3 1

3 0

2 7

2 5

2 3

2 1

2 0

1 1

1 0

・断面修復工の断面寸法は，施工にあたり剥離部等を取り除いた後、詳細計測を行い決定すること。

・はつり範囲に鉄筋を確認した場合は鉄筋を露出させて、鉄筋露出部の施工方法にて補修すること。

・鉄筋非露出部は、断面修復時の平均厚を30m mとする。

断面修復工数量表

数　　量

単位番号 B　x　L
鉄筋露出部

床版

合計（面積） m2

備　　考

2.230

×

m2

× m2

×

m2

※鉄筋ケレン・防錆処理を含む

合計（体積） m3 0.112

× m2

× m2

× m2

× m2

× m2

× m2

× m2

× m2

× m2

× m2

(t=50mm)

1

2

3

5

4

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

※鉄筋ケレン・防錆処理を含む

鉄筋露出部

修復前 修復後

(鉄筋背面まで除去、平坦仕上げ)

ケレン2種

(ポリマーセメント系モルタル)

t
=
5
0
m
m

1
0
m
m
程

度

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

鉄筋露出

700

200

100

600

800

200

200

400

200

700

500

400

200

300

500

300

200

200

300

200

400

200

200

200

400

200

300

100

200

100

100

200

300

300

500

100

100

500

100

200

500

200

600

100

200

100

100

200

100

100

100

200

200

200

200

200

200

200

100

100

200

200

100

100

100

200

400

200

0.350

0.020

0.010

0.300

0.080

0.040

0.100

0.080

0.120

0.070

0.100

0.040

0.020

0.060

0.050

0.030

0.020

0.040

0.060

0.040

0.080

0.040

0.040

0.040

0.040

0.020

0.060

0.020

0.020

0.010

0.010

0.040

0.120

0.060

× m21 4 鉄筋露出

× m21 5 鉄筋露出

× m21 6 鉄筋露出

× m21 7 鉄筋露出

× m21 8 鉄筋露出

× m21 9 鉄筋露出

× m22 0 鉄筋露出

× m22 1 鉄筋露出

× m22 2 鉄筋露出

× m22 3 鉄筋露出

× m22 4 鉄筋露出

× m22 5 鉄筋露出

× m22 6 鉄筋露出

× m22 7 鉄筋露出

× m22 8 鉄筋露出

× m22 9 鉄筋露出

× m23 0 鉄筋露出

× m23 1 鉄筋露出

× m23 2 鉄筋露出

× m23 3 鉄筋露出

× m23 4 鉄筋露出

m3 0.167　※（体積）

※　断面修復工の体積は、かぶり不足部分の修復時材料増加として
　　50％増の数量を計上している。

Ｒ８徳土　国道４３８号（小泉橋・江畠橋・久保橋）

神・上分　橋梁修繕工事　

名西郡神山町上分（小泉橋・江畠橋・久保橋）

一般国道４３８号

徳島県土整備事務所　
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当初設計図面

　　鉄筋露出 　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出
　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出 　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出 　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

　　鉄筋露出

健全部 下地処理、プライマー塗布

鉄筋防せい剤塗布

断面修復材

余裕 余裕

平
均

厚

カ
ッ

タ
ー

工

健全部
劣化部

既設鉄筋


